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はじめに

　第２４回西洋社会科学古典資料講習会（平成１６年１１

月９日～１１月１２日）に参加した。この講習会は、一

橋大学社会科学古典資料センターが主催となり、国

公私立大学図書館及び大学その他の研究機関に所属

する者で、西洋社会科学古典資料の整理又は調査研

究に従事している者を対象に、西洋社会科学古典資

料の収集・蓄積に関する高度な知識を得るために同

センターが毎年開催しているものである。今回の受

講対象者は３１名であり、講習のプログラムは２ペー

ジ目の表のとおりである。

　さて、今回の研修は、①書誌学、②貴重書のデジ

タル化、③資料の保存・修復、④古典研究、⑤古典

センターの書庫・保存工房などの施設見学及び展示

された収蔵貴重書の紹介、など非常に多彩な内容で

あったが、以下では主に業務との関係から貴重書の

デジタル化と資料の保存・修復を中心に述べさせて

いただきたいと思う。

一橋大学社会科学古典資料センターとは

　大学が蓄積してきた貴重な社会科学の古典を集中

管理し、社会科学研究者のより高度な研究に資する

ために、１９７８年に附属図書館から分離され、独立の

機構と目的を持つ貴重書図書館として設立された。

現在の蔵書数は約７万冊で、この中にはカール・メ

ンガー、オットー・ギールケ、左右田喜一郎の三教

授の旧蔵書、フランクリン文庫、ベルシュタイン＝

スヴァーリン文庫という世界的に著名かつ重要なコ

レクション他、１８５０年以前の欧語刊行物の多くを収

蔵している。これらは、マイクロフィルムで収蔵さ

れているゴールドスミス＝クレス文庫とともに、社

会科学古典文献の世界的に貴重な巨大宝庫を形成し

ている。また、センター所蔵資料の書誌・所蔵情報

は、一橋大学附属図書館オンライン目録（������）

及び国立情報学研究所総合目録データベースに入力

されつつある。

古典資料展示の中から

　今回の講習会では具体的な古典資料についても見

識を深めるため、①カントやフィヒテなどの講義関

連資料、②ホッブズやロックなどの社会思想の古典、

③アダム・スミス『国富論』初版、マルサス『人口

論』初版、などの経済学史の古典、④カール・メン

ガー文庫からアリストテレス『政治学』テクスト・

ラテン語訳他合計２９点の古典資料を説明付で見せて

いただいた。

　その中で特に印象に残った一点だけを紹介すると

すれば、やはりホッブズの『リヴァイアサン』であ

ろう。この資料は書誌学のテキストにもよく出てく

る資料で洋書を担当されている方であれば、知って

いる方も多いかもしれないが、「万人の万人に対す

る闘争」という有名なフレーズが見られる、イギリ

スの哲学者・政治思想家トーマス・ホッブズの主著

である。そもそもリヴァイアサンとは、『旧約聖書』

「ヨブ記」に現れる巨大な怪獣のことであり、ホッ

ブズは絶対的支配権をもつ国家をそれにたとえた。

人間は平和を作り出すために、契約を結び絶対君主

の支配する国家に自然権を譲渡すべきだという社会

契約説が主張された。ホッブズは１６６０年代に宗教界

から激しい攻撃を受け、本書の復刻も禁止されたり

したので、秘密出版のためか１６５１年にロンドンで出

版された本書���������英語版初版とされるものに

３種類あることはよく知られている。

　古典資料センターでは、その全てを所蔵しており、

タイトルページを詳細に見てみると、おもしろいこ

とにいくつかの相違を確認できる。ひとつは、タイ

トルページの飾り模様から、通称「ヘッド（首）」

と呼ばれる真正版、２番目は通称「ベア（熊）」と

呼ばれる偽版の１つ。これは一説にはオランダで出

版されたとも言われているが、本来「������」とあ

るべき出版者名が「������」となっている。３番

目はもう一方の偽版で、１６８０年頃に出版されたとい
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われている「オーナメンツ（装飾品）」と呼ばれる

もので、タイトル表記の「��」のあとに「，」があ

り、また、「���������	�
��」が「��������	�
����」

となっている。なお、「ベア」を第２版、「オーナメ

ンツ」を第３版と呼ぶ場合もある。つまり、①飾り

（オーナメント）が異なること、②標題紙に印刷さ

れているタイトルや出版事項にスペルの違いがある

ことなどが、識別の手がかりになっている。私はこ

れらの相違を現物を比較しながら、興味を持って確

認してみた。ちなみに同書は本学の図書館でも所蔵

されている資料であり、研修後すぐに現物を確認し

てみたが上記真正版であった。

「貴重書のデジタル化－HUMIプロジェクト
の現状と今後の展開－」について

　慶応義塾大学����（���������	
�����

��������）

プロジェクトは、１９９６年に慶応大学がグーテンベル

グ聖書を収蔵したのを契機に、学部横断型の産学連

携コンソーシアムとして創設された。以来、貴重書

のデジタルアーカイブに関する研究とデジタル化の

実践、高詳細デジタル画像を用いた書物学研究の拠

点として活動している。貴重書のデジタル化のため

の撮影手法や特殊装置の開発を進め、大英図書館を

初めとする海外の研究図書館の貴重書デジタルアー

カイブ・プロジェクトにも協力してきた。　

　２００１年４月からは、文部科学省オープン・リサー

チ・センター整備事業において、グーテンベルグ聖

書・イギリス初期印刷本・奈良絵本をそれぞれデジ

タル化の対象とする三つの研究プロジェクトを担当

している。これまでのデジタル化の成果としては、

グーテンベルグ聖書７セット、１２世紀ロマネスク写

本のベリー聖書、キャクストン版『カンタベリー物

語』初版と第２版、慶応義塾図書館、��、チェス

ター・ビーティ図書館などの奈良絵本、トマス・マ

ロリー著『アーサー王の死』のウィンチェスター写

本の他、慶應義塾図書館所蔵の博物誌や時祷書など

がある。����におけるデジタル化の特徴としては、

①資料の選定・調査から撮影、画像処理、デジタ

ル・ファクシミリの制作、インターネットや���

���による公開や、書誌学を初めとする人文科学

分野の研究での活用に至るまで、全てのプロセスを

研究の対象として進めていること、②デジタル化の

入口となる撮影の作業を業者に外部委託することな

く、研究課題に取り組む者自らが独自の手法によっ

て、本に負担をかけずに安全で高精度な撮影を行う

技術の開発を行い、外部機関への技術供与を行って

いる、点である。

　プロジェクトではこれまでに蓄積した稀覯書のデ

ジタル画像を用いて、画像上の活字の自動認識と書

誌学的分析を可能とするシステムの開発を目指すな

ど「デジタル書誌学」の確立へ向けて積極的な活動

を展開している。また、デジタル画像を中心にウェ

ブによる情報発信にも力を入れており、グーテンベ

ルグ生誕６００年を祝った２０００年１１月、��のウェブサ

イトに掲載された����プロジェクトによるグーテ

ンベルグ聖書２セット、全２６００ページに及ぶデジタ

ル画像は、６ヶ月で百万件ものアクセスを記録した。

また、最近の国際学会での発表や外国での国際会議

の主宰といった国際的な展開によっても����の認

知度は上がってきている。

　本学の図書館でも電子展示委員会を中心に、平成
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１５年度に上方の浮世絵師「長谷川貞信」の作品、平

成１６年度には「伊勢物語」といったように、資料の

デジタル化・���上での公開を積極的に進めつつあ

り、特に長谷川貞信浮世絵資料については、２００５年

１月にプレスリリースを行った。一橋大での取り組

みで参考にすべきは、組織、手法及び技術面はもち

ろんのこと同プロジェクトが基本姿勢として常に

「誰のために、何を、いかにデジタル化するか」を

念頭に活動を続けていることである。相応の予算を

組みせっかく資料のデジタル化を行い���上での公

開を行うからには、基本姿勢としてはっきりとした

目的意識をもつことが重要である。

　当館の電子展示室においても、現時点では当フォ

ーラム第９号（２００４）でも触れられているとおり、

所蔵資料を学内外に紹介し図書館の��を主目的と

しているため、今のところは����画像の配信のみを

行っているが、将来的には����画像より高品質な画

像である����画像の提供による研究目的での利用の

可能性を検討する必要があろう。

　なお、かねてより本学図書館では、コレクション

や貴重書等の中からテーマを決めて、図書館の展示

室において毎年２回展示・公開しているが、平成１７

年度における電子展示事業は、新しい試みとして通

常の展示とタイアップを図っていく予定である。

資料の保存と修復

　紙資料の保存と修復については、様々な観点から

考察があったが、留意しておきたいのは例えば、図

書館で一般的に使用されている修復用テープは、変

色の可能性があるため開架図書などの消耗図書の修

復にはいいが、資産図書などの重要な図書には使っ

てはいけないことである。資産図書には、専門店の

修復用の和紙と伝統的なでんぷんのりを使って修復

することが大切である。ほこりがたまった所はカビ

が生えやすく虫が来やすいため、原始的な方法では

あるが、ほこりを取り除くことが効果的である。ま

た、貴重書資料の大敵である虫害対策としては、酸

化エチレンなどの毒ガスよりも、釣具店で販売して

いるような簡便式の冷凍庫を使った低温殺虫のほう

が、メンテナンス不用で維持管理費が安い点で有利

である。

　西洋古典資料センターでは、①古典資料の保存に

際してダスペットというほこりを吸収する機械を使

って本の清掃をする、②本に挟む請求記号・バーコ

ードがある用紙に中性紙を使用する、③古典資料の

展示の際に資料の痛みを和らげるために中性紙使用

による手作りの書見台を使用する、④国立大学で唯

一という修復工房を所有し、熟練の担当者が資料の

修復や革装本の手入れを行うとともに、保存箱、封

筒フォルダー（主に別刷り資料の保存用）及びジャ

ケットを作成して保存するなど、古典資料の保存、

管理が徹底している点に感心させられ、本学の図書

館においても見習うべき点は多いと痛感した。

所　感

　私の場合、現在古典資料を含めた洋書の購入、発

注業務を担当しており、当研修が実務に直結する内

容を多く含んでいるため参加を希望し、今回は幸運

にも参加することができた。研修では書誌学の基礎

や古典研究、資料の修復他今後実際の業務に活用で

きそうな貴重な知識を得ることができ大変有意義で

あった。

　慶応大の����の取り組みでは、国際的な展開に

よりある意味世界レベルでの貢献をしてきていると

言える。本学の図書館でも将来的には、古典籍の資

料等を前述したとおり、部分的な形であっても資料

紹介や広報と平行して、研究にも利用可能な形で広

く情報発信し、情報センターとして学内の研究者の

みならず幅広く活用していただき、そのことにより

何らかの社会貢献をしていくべきではないかと考え

ている。このことを意識して活動していくことは図

書館自身の社会的な存在意義を高め、相応の予算を

投入して購入した貴重な資料群を生かし、最大限の

コストパフォーマンスを発揮させる一つの道である

と考えられないだろうか。

　貴重書等の修復、保管について言えば、個々の資

料に応じた適切な処置を施さないといけないが、修

復するにしても、酸性物質の使用など一歩間違えば

資料の価値を落としてしまうことにもなりかねず慎

重な取り扱いが必要である。

　今回の研修では、講師をはじめ北は札幌より南は

福岡まで全国の他大学からの参加者と知り合いにな

ることができ、積極的に交流、情報交換を行った。

今後はそういった外部の人々との人的なネットワー

クについても大切にし、見識を高めるとともに、今

後も専門知識の吸収を積極的に行い研鑽に努めてい

きたいと思う。

���������（なかむら　ゆきひろ　学術資料課）
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